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明度 赤 緑 青 

A 50 64 77 

B 49 62 71 

C 161 129 114 

D 161 128 109 図-2 C-A 断面にお
  画像解析には波崎海岸における Web カメラで撮影された画像を使用した．データは連続撮影された合計 4500 枚のデータである． 
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 断面における色の構成 カメラで撮影された画像を使用した．データは 2006 年

 拡大図 



画像が得られた瞬間の波先が汀線位置にあるとは限らな いため，解析では、まず 10 分間の画像の平均画像を作成し（図-3），それを座標変換し平面図に修正する（図-4）．そして，その画像から汀線位置を検出する（図-5）．以下に画像解析の結果を示す．  図-7 は画像解析で得られた 2006 年 9 月 9 日における汀線位置の時間変化を示したものでである．同日の潮位変動を図-6 に示す．潮位と比較すると，必ずしも潮位に連動した汀線の変化になっておらず，波による漂砂移動に伴う汀線変化が生じていることが推察される．図-8 は
2007 年の年間の汀線変化を示したものである｡1 月から 2月における汀線の変化に着目すると，汀線位置がほぼ一定となっている．そして 4 月から 8 月以降にかけては高波浪が来する頻度が低いにもかかわらず汀線位置は徐々後退する．また 9 月下旬から 10 月にかけては徐々に前進し，その後 11 月から 12 月にかけて汀線位置は大きく後退している．また，図-9 に示す 2008 年の汀線を 2006 年の汀線と比べると 2008 年のほう汀線が前進していることが分かる．詳細については講演時に発表する予定である． 

 

    4444．おわりに．おわりに．おわりに．おわりに：：：：本研究は海岸付近に設置される Web カメラによって撮影された画像解析による汀線の変化を検討した．しかし，観測では夜間の情報がないこと，さらに天気の悪い日には明瞭な画像が撮影できないため，汀線位置の長期変化など，有益な情報を取り出すことが困難となる可能性がある．今後統計計算を用いて欠測の多い画像から波による変化や潮汐の変化を除いた長期的な汀線変動傾向にも検討を加える予定である． <<<<参考文献参考文献参考文献参考文献>>>>：1)石黒・荒畑(1982)：統計数理研究所彙報，Vol.30 No.1, pp.29-36． 2)鈴木ら(2008)：海工論文集，第 55 巻，pp.1446-1450；Shibata, R. (2002): Electronics and Communications in Japan, Part 3, Vol.85, No.4, pp.32-38．
3)日本海洋開発建設協会(2008)：沿岸域の災害対策技術，pp.143-191． 
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